
 

 

［成果情報名］東北地方北部におけるセット球を用いたタマネギ初冬どり新作型に適した栽培条件 

［要約］東北地方北部において、タマネギ極早生品種のセット球を 8 月 12 日頃に定植する

ことにより、暖地のセット球を利用した慣行作型に比べて 1 ヶ月程度早い 11 月に生食用

タマネギを収穫することができる。被覆マルチの種類は白黒マルチの利用が適する。  
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［背景・ねらい］ 

東北地方では、高収益生産が可能な野菜品目の水田輪作体系への導入や地元産タマネギ

の供給期間の拡大が求められている。そこで、高単価での取引が期待される冬どりの生食

用タマネギ生産に着目し、セット球利用によるタマネギ初冬どり作型の開発を行う。セッ

ト球を用いた冬どり作型は主に九州地方等の暖地で導入されているが、東北地方における

導入例がほとんどないため、基本的な栽培条件の検討が必要である。そこで東北地方北部

に適したマルチの種類及び定植時期を明らかにする。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．東北地方における初冬どり作型は、3 月にセルトレイに播種後、無加温ハウスで 5 月

まで育苗し、球径が約 2cm に肥大したタマネギ小球（セット球、図 1）を貯蔵し、8

月にセット球を定植して 11 月に収穫する（表 1）。本作型では、含水率が高くサラ

ダ等の生食用に向く極早生品種を用い、暖地における慣行の冬どり作型よりも 1 ヶ月

程度早く収穫できる。 

２．本作型において、緑及び黒マルチよりも白黒マルチ（白色面が表）を用いた場合に特

に夏季の日平均地温が低く推移する結果（図 2）、初期生育が旺盛となり、りん茎重

及び商品収量が最も大きくなる（表 2）  

３．定植日が 8 月 2 日から 9 月 1 日の間では、マルチの種類に関係なく、日長及び温度の

条件が生育及びりん茎の肥大に適した 8 月 12 日の定植で最もりん茎重が大きく商品

収量が高い（表 2）。白黒マルチを用いて 8 月 12 日に定植した場合、早いもので 10

月中旬頃より倒伏が開始し、11 月上旬以降に倒伏株が最も多くなる。8 月 12 日以外

の定植日では商品収量が大幅に低いことから、セット球の定植に適した時期は短いと

考えられる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は、2016 年に農研機構東北農業研究センター（岩手県盛岡市）で得られたも

のである。複数年次及び公設試（青森県・岩手県）における試験でも同様の結果が得

られており、東北地方北部の同様の気象条件を有する地域において適用が可能であ

る。より温暖な東北地方南部等では、定植適期や収穫時期が遅くなることが見込まれ

る。 

２．本成果は、セット栽培専用品種「シャルム」を用い、288 穴セルトレイで育成したセ

ット球のうち、球径で 1.8～2.4cm（平均 1.98cm）に選別し、セット球採取 2 週間後

から自発休眠覚醒のために 35℃で 3 週間の高温処理を行ったものを定植し、倒伏株

を順次収穫しながら最終的に 11 月 14 日に全収穫を行った場合の結果である。東北地

方北部では、低温・降雪のため、非倒伏株も含めて 11 月中旬までには収穫を終える

のが望ましい。  

３．本作型は、本圃での在圃期間が 8 月～11 月の約 3 ヶ月と短く、春まきタマネギ等の

春夏野菜等との輪作体系が可能である。  



 

 

［具体的データ］ 

 

表 1 タマネギの慣行作型と新作型の栽培暦  
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［その他］ 

予算区分：交付金 
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作型 地域 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
○ ◎
播種 定植

○ ◎
播種 定植 収穫
○ ◎
播種 定植

○ △
播種 貯蔵 収穫
○ △ ◎
播種 定植 収穫

東北

秋まき初夏どり

春まき夏どり

セット冬どり（慣行）

貯蔵セット球採取

東北以南
（主に西南暖地） 収  穫

春まき秋どり 北海道

セット初冬どり新作型

   ◎
セット球採取 定植

収穫
東北・北陸

主に西南暖地

傾斜ハウス
(1)

雨除け
(2)

差
(1)-(2)

(1)／(2)
（％）

4.4 4.5 △ 0.1 98

2,330 2,421 △ 91 96

5/7～12/12 5/26～10/29 62 140

153 90 63 170

実出荷量（kg） 5,965 2,733 3,232 218

10ａ出荷量（kg） 13,557 6,073 7,483 223

株あたり出荷量（kg） 5.8 2.5 3.3 232

時間あたり出荷量（kg） 6.0 3.6 2.5 168

実販売額（円） 1,470,537 649,930 820,607 226

10ａ販売額（円） 3,342,130 1,444,289 1,897,841 231

株あたり販売額（円） 1,434 597 838 240

平均単価（円／kg） 246.5 237.8 8.7 104

時間あたり販売額（円） 1,491 855 636 174

実労働時間（ｈ） 986 760 226 130

10ａあたり投下労働時
間（ｈ）

2,241 1,689 552 133

表２　Ａ経営における３作の実績平均

面積（ａ）

裁植密度（本／10ａ）

収穫期間（日数）

栽培期間（定植～収穫終了）

販売
額

労働
時間

出荷
量

注２：04年作に関しては販売データが一部未回収の部分がある。

注１：栽培方法は傾斜ハウス、簡易雨除け栽培とも 、配管チューブを用いて灌水と給肥を行う 方式で共通するが、

誘引方法と防除資材が一部異なる。

資料：Ａ経営の2002年作～2004年作の3作の実績
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図 2 2016 年 8 月～11 月における日

平均気温及びマルチ種類別の日平均

地温の推移  

地温は地表約 5cm 下で計測した。  

表 2 マルチの種類及びセット球の定植日

が収穫時のりん茎重及び収量に及ぼす影響  

図 1 288 穴セルトレイによるセット

球育成の様子  

葉身部を切除し、球径約 2cm に肥大した

小球を定植する  

マルチ 定植日

（kg・m
-2）（kg・m

-2）

8/2 84.4 101.6 bc
y 1.9 bc 1.5 bc

8/12 92.7 165.0 a 3.6 a 3.4 a

8/22 50.0 90.5 c 1.5 cde 1.0 cd

9/1 0.0 ‒ 0.2 f 0.0 e

8/2 87.5 93.5 c 1.3 de 0.9 cd

8/12 90.6 119.6 b 2.3 b 2.1 b

8/22 35.4 80.2 c 1.3 de 0.7 de

9/1 0.0 ‒ 0.3 f 0.0 e

8/2 83.3 85.0 c 1.1 e 0.8 d

8/12 85.4 98.5 bc 1.8 bcd 1.5 bc

8/22 31.3 79.3 c 1.1 e 0.5 de

9/1 0.0 ‒ 0.3 f 0.0 e

平均値

白黒 56.8 A 119.0 A 1.8 A 1.5 A

黒 53.4 AB 97.8 B 1.3 B 0.9 B

緑 50.0 B 87.6 C 1.1 C 0.7 C

8/2 85.1 A 93.4 B 1.5 B 1.1 B

8/12 89.6 A 127.7 A 2.5 A 2.3 A

8/22 38.9 B 83.3 C 1.3 C 0.7 C

9/1 0.0 C ‒ 0.3 D 0.0 D

マルチ(A)

定植日(B)

(A)×(B)

*

*** ***

x欠株、りん茎が腐敗した株および青立ち株（りん茎径が50 mm未満の未

倒伏株）以外の株の割合

*** ***

***

総収量 商品収量w

（％） （g）

収穫可能

株率x りん茎重w

※栽植様式は、畝幅150cmの4条植え、条間24cm、株間12cm（22,222株

/10a）、施肥量は、N:P2O5:K2O＝15:30:15kg/10aとした．

***

白黒

黒

緑

マルチ

定植日

z二元配置分散分析により，***，**および*は，それぞれ0.1％，1％およ

び5％水準で有意差があること，NSは有意差がないことを示す（n = 3） .

収穫株率については，数値をアークサイン変換後に分析を行った
y同一項目の全群（小文字）あるいは各要因（大文字）の同一符号間に

Tukeyの多重検定により5％水準で有意差がないことを示す（n = 3）

w倒伏株および未倒伏株のうち球径が50 mm以上で，外部分球や腐敗のな

いりん茎を商品球として測定した

**NS

二元配置

分散分析z *** ***

***



 

 

発表論文等：木下ら（2018）園芸学研究、17(3):303-309 


